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平
成
十
七
年
度
の
行
政
書
士
制
度
強

調
月
間
の
取
り
組
み
が
十
月
に
行
な
わ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
「
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
」
に

お
い
て
、
本
会
・
各
支
部
で
は
行
政
書
士

制
度
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
無
料
相
談
会
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
。 

本
会
で
は
十
月
一
日
に
本
会
事
務
局

に
お
い
て
「
行
政
書
士
電
話
無
料
相
談
」

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
                

 

                

  

十
月
二
日
に
は
、
盛
岡
市
の
ア
ー
ケ
ー

ド
街
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
肴
町
」
で
「
行
政

書
士
街
頭
無
料
相
談
」
を
開
設
し
ま
し
た
。 

 
「
行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
」
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
九
月
を
準
備
月
間
と
し

て
、
各
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
無
料
相
談
会
の
実
施

に
つ
い
て
告
知
を
行
い
、
市
民
の
身
近
な

相
談
に
応
じ
ま
し
た
。 

  

      

ま
た
、
九
月
の
「
行
政
書
士
制
度
強
調

月
間
準
備
月
間
」
に
お
い
て
は
、
街
頭
無

料
相
談
会
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
４
名
の
会
員
が

テ
レ
ビ
岩
手
「
５
き
げ
ん
テ
レ
ビ
」
に
出

演
し
ま
し
た
。 

                  

  

多
く
の
会
員
も
こ
の
番
組
を
テ
レ
ビ

で
見
て
お
り
、
大
好
評
で
し
た
。 

番
組
に
出
演
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
裏

方
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

 

行政書士いわて 
ｇｙｏｓｅｉ ｓｈｏｓｈｉ 

 

本会会員がテレビでも行政書士のＰＲ！！ 

行政書士いわて ２００６．２月号 

「街頭無料相談」盛岡市肴町アーケード街にて 

市民の皆さんに行政書士制度をＰＲしました 



岩岩岩手手手県県県ののの   

電電電子子子申申申請請請シシシススステテテムムムががが   

稼稼稼動動動中中中！！！   

   

岩岩岩手手手県県県電電電子子子申申申請請請シシシススステテテムムムののの   

テテテススストトトララランンンににに   
参参参加加加しししててて   
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平
成
17
年
８
月
18
日
か
ら
25
日
に

か
け
て
、
代
理
申
請
に
か
か
る
岩
手
県
の

電
子
申
請
テ
ス
ト
ラ
ン
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
テ
ス
ト
ラ
ン
は
、
本
会
会
員
と
岩

手
県
Ｉ
Ｔ
推
進
課
等
と
の
共
同
に
よ
り

行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。 

多
く
の
会
員
の
皆
様
が
テ
ス
ト
ラ
ン

に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

テ
ス
ト
当
初
か
ら
日
商
行
政
書
士
用

電
子
証
明
書
タ
イ
プ
１
―
Ｇ
を
シ
ス
テ

ム
側
で
読
み
取
れ
な
い
と
い
う
重
大
な

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
若
干
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
岩
手
県
Ｉ
Ｔ
推
進
課
等
の
努
力

に
よ
っ
て
シ
ス
テ
ム
が
稼
動
し
ま
し
た
。 

8
月
10
日
、
農

業
保
険
会
館
に
お

い
て
、｢

岩
手
県
に

お
け
る
電
子
申
請

に
つ
い
て｣

と
題

し
て
、
新
し
く
始

ま
る
岩
手
県
の
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
の
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

講
師
に
は
、
岩

手
県
地
域
振
興
部

Ｉ
Ｔ
推
進
課
か
ら

主
任
の
中
川
博
行

氏
を
お
迎
え
し
ま 

し
た
。 

   

テ
ス
ト
期
間
を
延
長
し
て
も
ら
い
な

が
ら
代
理
申
請
機
能
に
関
す
る
全
て
の

操
作
の
検
証
が
で
き
ま
し
た
。 

私
ど
も
行
政
書
士
と
し
て
も
安
心
致

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
推
進
課
か
ら
も
、

私
ど
も
の
踏
み
込
ん
だ
検
証
に
よ
り
シ

ス
テ
ム
が
改
善
で
き
た
と
い
う
こ
と
で

大
変
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
岩
手
県
の

電
子
申
請
は
、
紙
委
任
状
併
用
方
式
の
代

理
申
請
の
採
用
な
ど
、
全
国
的
に
見
て
も

先
進
的
で
使
い
勝
手
の
良
い
シ
ス
テ
ム

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
時
点
で
は
実
際
に
使
用
で
き
る
手

続
き
が
少
な
い
状
況
で
す
が
、
２
月
よ
り 

入
札
参
加
資
格
申
請
関
係
が
使
用
可
能 

シ
ス
テ
ム
制
作
を
担
当
し
た
（
株
）
ア

イ
シ
ー
エ
ス
・
電
子
自
治
体
シ
ス
テ
ム
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
副
統
括
者
の
佐
藤
泰

広
氏
か
ら
、
実
際
の
シ
ス
テ
ム
の
操
作
に

つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岩
手
県
に
お
け
る
電
子
申
請
は
、
電
子

申
請
シ
ス
テ
ム
に
行
政
書
士
代
理
申
請

シ
ス
テ
ム
が
実
装
さ
れ
て
お
り
、
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
先
進

的
な
シ
ス
テ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
、
テ
ス

ト
ラ
ン
を
目
前
に
し
て
詳
し
く
研
修
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
76
人
で
し
た
。
県

外
の
会
員
も
多
数
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

会
員
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
県

の
担
当
課
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

     と
な
る
な
ど
、
今
後
、
行
政
書
士
が
使
用

で
き
る
手
続
き
が
増
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

私
ど
も
行
政
書
士
と
し
て
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
大
い
に
利
用
し
、
行
政
書
士
が
電

子
申
請
の
プ
ロ
で
あ
る
こ
と
を
社
会
認

識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

テ
ス
ト
ラ
ン
の
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

会
員
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
等

は
県
Ｉ
Ｔ
推
進
課
に
も
お
伝
え
し
て
お

り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
今
後
の
一
層
の
ご
協

力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

   

電電電子子子申申申請請請対対対策策策委委委員員員会会会   

中中中屋屋屋敷敷敷   勤勤勤   

全全全国国国かかかららら注注注目目目!!!   
シシシススステテテムムムににに   
「「「行行行政政政書書書士士士代代代理理理申申申請請請」」」   
ががが実実実装装装ささされれれるるる！！！   

「岩手県電子申請システム研修」農業保険会館にて 

行政書士いわて ２００６．２月号 



新新新
会会会
社社社
法法法
ののの
研研研
修修修
会会会
ににに   

   
   
   

888777
名名名
ののの
会会会
員員員
ががが
参参参
加加加   

 
  

テ
キ
ス
ト
「
こ
れ
が
新
発
想
の
会
社
法
だ
」 

                     研研研修修修会会会レレレポポポーーートトト   
業業業務務務研研研修修修会会会ががが   
活活活発発発ににに開開開催催催ささされれれるるる   
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12
月
17
日
、
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
お

い
て
「
新
会
社
法
の
改
正
ポ
イ
ン
ト｣

を

テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
に
東
京
都
司
法
書
士
会
の
金
子 

登
志
雄
先
生
を
お
招
き
し
て
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。 

内
容
は
、｢

こ
れ
が
新
発
想
の
会
社
法

だ｣

を
テ
キ
ス
ト
に
、
最
低
資
本
金
制
度 

              

   

        

 の
撤
廃
、
有
限
会
社
制
度
の
廃
止
な
ど
を

含
む
新
会
社
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
研
修

し
ま
し
た
。 

参
加
会
員
は
87
名
と
、
関
心
の
高
さ

を
う
か
が
わ
せ
ま
し
た
。 

会
社
法
改
正
に
関
し
て
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
新
し
い
情
報
に
注
目
す
る
こ
と

が
重
要
と
思
わ
れ
ま
す
。 

県
行
政
書
士
会
と
し
て
、
会
社
法
改
正

に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
研
修

会
を
重
ね
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。 

   

昨
年
10
月
23
日
、
平
成
17
年
度
の
行

政
書
士
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

岩
手
県
で
の
受
験
者
数
は
407
名
で
、

全
国
で
の
受
験
者
数
は
7
万
4
千
人
あ

ま
り
で
し
た
。 

合
格
者
の
発
表
は
1
月
19
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

   

行政書士いわて ２００６．２月号 

第第第
９９９
回回回
業業業
務務務
研研研
修修修
会会会   

会社法改正について、熱気のある研修会となりました 

行行行政政政書書書士士士試試試験験験ががが

実実実施施施ささされれれるるる   
   
本本本県県県でででののの受受受験験験者者者ははは
４４４０００７７７名名名   



相相相
続続続
業業業
務務務
ののの
連連連
続続続
研研研
修修修
ででで   

体体体
系系系
的的的
ににに
学学学
ぶぶぶ   

 
 
 専専専門門門業業業務務務研研研究究究会会会    

ミミミニニニ情情情報報報   

建
設
業
業
務
研
究
会
で
は
、
1
月
26
日
午
後
2
時
よ
り 

盛
岡
商
工
会
議
所
に
お
い
て
、
「
建
設
業
許
可
Ｑ
＆
Ａ
」
の

冊
子
を
作
成
す
る
た
め
に
研
究
会
会
員
に
よ
る
検
討
会
議
が

行
な
わ
れ
ま
す
。 

こ
の
「
Ｑ
＆
Ａ
」
は
、
会
員
の
業
務
経
験
か
ら
得
ら
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
元
に
し
て
作
成
し
、
建
設
業
許
可
業
務
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

建建建
設設設
研研研
究究究
会会会
ががが   

「「「
建建建
設設設
業業業
許許許
可可可
ＱＱＱ
＆＆＆
ＡＡＡ
」」」
作作作
成成成
へへへ   
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8
月
27
日
、
農
林
会
館
に
お
い
て
、 

｢
相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
に
つ
い
て
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

講
師
は
、
東
京
都
行
政
書
士
会
の
伊
藤

令
子
先
生
で
す
。 

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
は
、
第
４
回
業
務
研

修
会
と
第
５
回
業
務
研
修
会
の
二
回
に

分
け
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

遺
言
総
論 

遺
言
書
の
作
成 

遺
贈
、
遺
留
分 

遺
言
の
撤
回 

相
続
の
開
始 

未
成
年
者
・
意
思
無
能
力
者
・
行
方
不

明
者
の
取
扱
い 

相
続
放
棄
と
限
定
承
認 

相
続
人
の
不
存
在 

相
続
分
な
ど 

以
上
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
研
修

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
会
員
は
52
人
と
多
く
、
ま
た
会

員
か
ら
も
好
評
で
し
た
。 

 

     

9
月
17
日
、
農
林
会
館
に
お
い
て
、

前
回
に
引
き
続
い
て｢

相
続
・
遺
言
・
遺

産
分
割
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
会｣

が 

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
前
回
と
同

じ
く
東
京
都
行
政
書
士
会
の
伊
藤
令
子

先
生
で
す
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

相
続
財
産
の
範
囲
の
確
定 

相
続
開
始
か
ら
遺
産
分
割
ま
で 

遺
留
分
減
殺
請
求 

相
続
に
か
か
わ
る
名
義
変
更
手
続
き

な
ど 以

上
に
つ
い
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
研
修

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
会
員
は
43
人
で
、
相
続
業
務
に

大
変
参
考
に
な
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

              

                                    

第第第
５５５
回回回
業業業
務務務
研研研
修修修
会会会   

第第第
４４４
回回回
業業業
務務務
研研研
修修修
会会会   

行政書士いわて ２００６．２月号 

相続業務の基本からしっかり学ぶ研修となりました 

連続研修で、相続業務の研鑽になりました 



東東東
京京京
都都都
行行行
政政政
書書書
士士士
会会会
ののの   

伊伊伊
藤藤藤
令令令
子子子
先先先
生生生
ががが
来来来
県県県   

遺遺遺
言言言
・・・
相相相
続続続
研研研
修修修
会会会
ののの
講講講
師師師
ととと
ししし
ててて   

   

   

   

農農農地地地法法法ののの実実実務務務研研研修修修ををを   
         意意意欲欲欲的的的ににに開開開催催催すすするるる   
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10
月
7
日
、
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
岩
手
に

お
い
て
第
６
回
業
務
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
ま
で
二
回
開
催

さ
れ
た｢

相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
に
つ

い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
会｣

の
講
師
を
勤
め

ら
れ
た
東
京
都
行
政
書
士
会
の
伊
藤
令

子
先
生
を
お
招
き
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。 

 

テ
ー
マ
は｢

遺
言
・
相
続
業
務
入
門｣

と
題
し
て
行
な
わ
れ
、
伊
藤
先
生
の
業
務

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
遺
言
・
相
続
業
務
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
が
な

さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
に
は
、
66
人
も
の
会
員

が
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。 

研
修
会
終
了
後
、
伊
藤
先
生
を
囲
ん
で

の
和
や
か
な
懇
親
会
も
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

 

                         

10
月
12
日
、
農
林
会
館
に
お
い
て
、

第
７
回
業
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

テ
ー
マ
は
農
地
法
関
係
で
、｢

岩
手

県
の
農
業
の
現
状
と
課
題｣

と｢

農
地

の
権
利
移
動
と
転
用
許
可
制
度
の
概

要｣

で
し
た
。 

講
師
に
は
、
岩
手
県
農
業
振
興
課
農

地
・
交
流
担
当
課
長
の
高
橋
和
彦
氏
と 

岩
手
県
農
業
振
興
課
主
任
主
査
の
千

葉
義
郎
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。 

 

研
修
内
容
は
、
土
地
利
用
関
係
法
目
的
、

農
業
振
興
地
域
制
度
の
仕
組
み
、
市
町
村

整
備
計
画
、
市
町
村
整
備
計
画
の
変
更
、

農
地
を
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
要

件
な
ど
で
、
詳
し
く
実
務
研
修
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
40
人
で
し
た
。 

ま
た
、
12
月
3
日
に
は
、
農
地
関
係

の
研
修
会
と
し
第
８
回
業
務
研
修
会
が

農
林
会
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

テ
ー
マ
は
「
農
地
の
権
利
移
動
と
転
用

許
可
申
請
実
際
例｣

で
、
講
師
は
岩
手
県

行
政
書
士
会
第
２
業
務
部
部
員
の
芳
賀

英
明
会
員
と
加
美
山
裕
会
員
が
担
当
し
、

農
地
法
第
３
条
許
可
申
請
と
新
規
就
農
、

農
地
法
第
４
、
５
条
許
可
申
請
と
農
振
解

除
・
農
地
法
適
用
除
外
証
明
、
農
業
生
産

法
人
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
、
実
務
研
修

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
は
49
人
と

多
く
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。 

  

行政書士いわて ２００６．２月号 
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法法法
務務務
資資資
料料料   

            

新
会
社
法
が
今
年
施
行
さ
れ
ま
す
が
、

主
に
次
の
点
が
、
新
し
い
会
社
法
の
骨
子

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

・
有
限
会
社
の
廃
止
。
新
た
に
有
限
会

社
は
つ
く
れ
な
く
な
り
ま
す
。 

 

・
資
本
金
は
１
円
で
も
良
い
。
会
社
を

作
る
の
に
大
金
は
必
要
な
く
な
り
ま
す
。 

 

・
取
締
役
は
１
人
で
も
よ
い
。
会
社
組

織
の
ス
リ
ム
化
が
図
れ
ま
す
。 

 

・
新
会
社
法
で
は
起
業
に
関
す
る
項
目

が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。 

 

・
条
文
が
カ
タ
カ
ナ
か
ら
ひ
ら
が
な
に

変
わ
り
ま
す
。 

 

・
起
業
を
簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。 

 

・
企
業
買
収
・
合
併
（
Ｍ
＆
Ａ
）
を
柔

軟
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

 

・
合
同
会
社
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
、
会
社
参
与
と

い
う
新
し
い
制
度
が
新
設
さ
れ
て
い
ま

す
。 

  

い
ま
の
商
法
が
出
来
た
の
は
今
か
ら

も
う
百
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
。
な
れ
な

い
カ
タ
カ
ナ
が
今
ま
で
幅
を
利
か
し
て

き
た
の
は
珍
し
い
事
で
す
。
こ
こ
で
ひ
ら

が
な
に
直
し
て
法
律
全
体
を
整
合
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。 

 
 

    

有
限
会
社
の
廃
止
に
は
つ
ぎ
の
よ
う

な
背
景
が
あ
り
ま
す
。 

 

商
法
が
出
来

て
か
ら
１
０
０

年
以
上
た
っ
て

い
る
事
。
経
済
の

発
展
に
よ
っ
て

会
社
に
関
し
て

の
法
律
が
多
く

追
加
さ
れ
た
こ

と
。
法
律
の
関
連

性
が
多
く
複
雑

に
な
っ
た
事
な

ど
か
ら
、
有
限
会

社
法
、
商
法
特
例

法
な
ど
を
廃
止

し
て
新
会
社
法

に
一
本
化
し
、
法

律
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る

と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
は

新
会
社
法
だ
け

を
取
り
敢
え
ず

勉
強
す
れ
ば
良

い
の
で
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
起
業
し
よ
う
と
す
る
人
に
と

っ
て
理
解
し
や
す
い
も
の
に
な
り
ま
す
。 

 

有
限
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
の
変
更

は
簡
単
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
た

に
有
限
会
社
は
つ
く
れ
な
い
の
で
す
が
、

す
で
に
設
立
さ
れ
て
い
る
有
限
会
社
は

強
制
的
に
廃
止
さ
れ
る
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

 

「
有
限
会
社
の
廃
止
」「
資
本
金
は
１

円
で
良
い
」
「
株
式
会
社
の
取
締
役
は
１

人
で
よ
い
」
と
い
う
３
つ
の
ビ
ッ
ク
リ
す

る
よ
う
な
改
正
は
、
起

業
を
簡
単
に
す
る
と
い

う
特
徴
に
関
連
す
る
こ

と
で
す
。 

     

資
本
金
１
円
で
株
式

会
社
が
作
れ
ま
す
。 

新
会
社
法
で
は
資
本

金
の
額
は
、
法
律
で
決

め
ら
れ
た
金
額
と
す
る

の
で
な
く
自
分
で
決
め

た
金
額
に
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
そ
し
て
資

本
金
を
１
円
に
し
た
場

合
、
期
限
付
で
な
く
ず

っ
と
１
円
で
Ｏ
Ｋ
な
の

で
す
。 

で
は
す
で
に
あ
る
資

本
金
１
円
の
会
社
は
ど

う
な
る
の
か
と
言
い
ま

す
と
、
特
例
を
受
け
て

作
っ
た
１
円
会
社
は
、
設
立
の
時
に
作
成

し
た
会
社
の
定
款
に
「
資
本
金
を
増
や
せ

な
か
っ
た
ら
５
年
後
に
組
織
変
更
す
る

か
解
散
す
る
」
と
定
め
登
記
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
も
し
現
状
の
資
本
金
で
そ
の
ま

ま
会
社
を
続
け
て
い
く
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
と
言
い
ま
す
と
、
資
本
金
を
増

や
す
こ
と
な
く
５
年
後
の
解
散
等
を
避

け
る
た
め
に
は
、
新
会
社
法
が
施
行
さ
れ

た
ら
、
株
主
総
会
で
、
こ
の
解
散
事
由
を

定
款
か
ら
削
除
す
る
と
い
う
決
議
を
し

て
登
記
簿
か
ら
も
削
除
し
て
も
ら
う
よ

う
登
記
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

し
か
し
、
会
社
は
１
円
で
も
作
れ
ま
す

が
事
業
の
元
手
と
な
る
資
金
を
い
く
ら

に
す
る
か
は
、
し
っ
か
り
考
え
ま
し
ょ
う
。 

 
 

   

現
行
の
「
株
式
会
社
」
は
、
取
締
役
会

を
設
け
て
、
取
締
役
を
3
人
以
上
、
監

査
役
を
１
人
以
上
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
基
本

的
な
形
が
変
わ
り
ま
す
。 

 

取
締
役
を
何
人
に
す
る
か
、
取
締
役
会

を
設
け
る
か
と
い
う
会
社
の
機
関
を
一

定
の
ル
ー
ル
に
従
っ
て
自
由
に
決
め
ら

れ
る
の
が
改
正
点
の
大
き
な
も
の
で
す
。 

 

そ
の
ル
ー
ル
と
は
、 

 

１ 

す
べ
て
の
会
社
は
、
株
主
総
会
の

ほ
か
、
取
締
役
を
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

２ 

株
式
譲
渡
制
限
会
社
は
、
取
締
役

会
（
取
締
役
が
３
人
以
上
必
要
）
を
置
く

か
置
か
な
い
か
を
選
択
出
来
る
。 

 

３ 

取
締
役
会
を
置
か
な
い
会
社
は
、

取
締
役
は
一
人
で
も
良
く
、
監
査
役
を
置

行政書士いわて ２００６．２月号 

新新新
会会会
社社社
法法法
ににに
つつつ
いいい
ててて 
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く
必
要
も
な
い
。 

 
４ 

取
締
役
会
を
置
く
会
社
は
、
監
査

役
か
会
計
参
与
等
を
置
か
ね
ば
な
ら
な

い
。 

 

ほ
と
ん
ど
の
株
式
会
社
に
は
、
定
款
の

中
に
「
当
会
社
の
株
式
を
譲
渡
す
る
に
は
、

取
締
役
会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
規
定
を
設
け
て
い
ま
す
。

会
社
の
謄
本
を
見
れ
ば
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
株
式
を
上
場
し
て
い
る
会

社
は
こ
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
て
は
い

け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

で
す
か
ら
敵
対
的
買
収
も
起
こ
り
う

る
訳
で
す
。 

 
 

新
会
社
法
で
は
「
株
式
制
限
会
社
」
の

実
情
に
応
じ
た
次
の
よ
う
な
制
度
を
認

め
て
い
ま
す
。 

 

１ 

取
締
役
会
を
お
か
な
く
て
も
よ

い
。
「
１
人
取
締
役
」
を
認
め
る 

 

２ 

原
則
と
し
て
取
締
役
の
任
期
は

２
年
、
監
査
役
は
４
年
と
さ
れ
て
い
る
。

任
期
は
最
長
10
年
ま
で
延
ば
せ
る
。 

 

３ 

監
査
役
を
置
く
場
合
は
、
監
査
役

の
権
限
を
会
計
監
査
に
限
定
す
る
こ
と

が
出
来
る
。 

 

４ 

定
款
に
株
券
発
行
の
定
め
が
あ

っ
て
も
、
株
主
か
ら
の
請
求
が
な
い
限
り

は
、
株
券
を
発
行
し
な
く
て
よ
い
。 

  

株
式
会
社
を
つ
く
る
に
は
会
社
内
の

ル
ー
ル
を
決
め
た
「
定
款
」
が
必
要
で
す
。

設
立
時
に
作
成
す
る
定
款
は
、
公
証
人
役

場
で
認
証
を
受
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
と
き
は
収
入
印
紙
４
万
円
と
公
証
役

場
の
手
数
料
５
万
円
と
謄
本
料
が
か
か

り
ま
す
。
こ
の
最
初
の
定
款
を
原
始
定
款

と
よ
ん
で
い
ま
す
。 

    

設
立
後
、
定
款
の
内
容
を
変
更
し

て
も
再
度
、
定
款
の
認
証
を
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

定
款
を
変
更
す
る
に
は
、
株
主
総

会
で
話
し
合
い
、
通
常
は
株
主
総
会

の
特
別
決
議
に
よ
る
承
認
が
必
要
に

な
り
ま
す
。 

定
款
は
必
要
に
応
じ
て
見
直
さ
れ

変
更
さ
れ
る
も
の
な
の
で
す
。 

 
有
限
会
社
を
株
式
会
社
に
移
行
す

る
場
合
や
１
円
会
社
の
解
散
の
要
件

の
削
除
な
ど
の
場
合
は
、
定
款
の
記

載
事
項
の
変
更
が
必
要
で
す
。 

  

取
締
役
や
監
査
役
と
い
っ
た
会
社

の
機
関
と
し
て
新
し
く
「
会
計
参
与
」

と
い
う
資
格
が
作
ら
れ
ま
す
。 

大
企
業
に
お
い
て
は
第
三
者
で
あ

る
公
認
会
計
士
や
監
査
法
人
が
決
算

書
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。 

中
小
企
業
に
お
い
て
、
過
大
の
負

担
を
せ
ず
に
決
算
書
の
信
頼
性
を
高

め
る
手
段
と
し
て
、
税
理
士
、
公
認
会
計

士
を
会
社
の
機
関
に
組
み
入
れ
、
決
算
書

な
ど
の
計
算
書
類
を
取
締
役
と
共
同
で

作
成
さ
せ
る
制
度
を
作
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。 

し
か
し
設
置
は
会
社
の
自
由
で
す
。 

  

    

「
会
計
参
与
」
は
、

次
の
要
件
の
者

が
該
当
し
ま
す
。 

 

決
算
書
類
に

つ
い
て 

 

１･

取
締
役
と

の
共
同
作
成 

 

２･

株
主
総
会

で
の
報
告
説
明 

 

３
．
会
社
と
は

別
に
５
年
間
の

保
存 

 

４
．
株
主
、
債

権
者
へ
の
開
示

を
行
う
。
（
社
外

取
締
役
と
同
様

の
対
外
責
任
を

負
う
） 

 

資
格
は
、
税
理

士
（
税
理
士
法
人

を
含
む
）
公
認
会

計
士
（
監
査
法
人

を
含
む
） 

 

選
任
は
、
株
主

総
会
で
選
任
さ
れ
る
。
（
会
社
の
謄
本
に

記
載
す
る
必
要
が
あ
る
） 

 
 

新
会
社
法
で
は
株
式
会
社
、
合
名
会
社
、

合
資
会
社
の
外
に
合
同
会
社
と
い
う
の

が
で
き
ま
す
。 

 

合
名
会
社
は
無
限
責
任
社
員
で
構
成
。 

 

合
資
会
社
は
有
限
責
任
社
員
と
無
限

責
任
社
員
と
の
２
人
以
上
で
構
成
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
合
同
会
社
は
、
有
限
責

任
社
員
の
み
で
構
成
。
社
員
は
経
営
に
参

加
し
な
が
ら
合
同
会
社
の
債
務
に
つ
い

て
は
出
資
の
額
を
限
度
に
責
任
を
負
え

ば
良
い
の
で
す
。
研
究
開
発
事
業
、
産
学

連
携
事
業
に
は
合
同
会
社
が
最
適
で
す
。

も
ち
ろ
ん
法
人
も
社
員
に
な
れ
ま
す
。 

 
 Ｌ

Ｌ
Ｐ
と
は
、
Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ 

Ｌ
ｉ

ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ

ｓ
ｈ
ｉ
ｐ 

有
限
責
任
事
業
組
合
の
こ

と
で
す
。 

 

組
合
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
て

良
い
で
し
ょ
う
。
株
式
会
社
に
お
い
て
は
、

株
主
と
取
締
役
が
分
離
し
て
い
る
が
、
Ｌ

Ｌ
Ｐ
で
は
出
資
者
イ
コ
ー
ル
執
行
者
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
出
資
者
が
何
も
経

営
に
タ
ッ
チ
し
な
い
こ
と
は
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
（
共
同
事
業
性
）
。
し
か
し
、

そ
の
代
わ
り
と
し
て
税
金
が
事
業
に
か

か
る
の
で
な
く
出
資
者
一
人
一
人
に
か

か
り
ま
す
（
構
成
員
課
税
）
。 

    

以
上
、
昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
業
務
研

修
会
「
新
会
社
法
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
を

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
会
社
法
の

概
略
を
説
明
し
ま
し
た
。 

細
部
に
亘
っ
て
ま
で
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

皆
さ
ん
で
勉
強
し
て
肉
づ
け
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

行政書士いわて ２００６．２月号 



 

              
 
 

  
  
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

○
村
田 

幸
利 

久
慈
支
部 

（
事
務
所
・
自
宅
） 

久
慈
市
大
川
目
町
第
６
地
割
18
番
地

6 

電
話
０
１
９
４
―
５
５
―
３
４
５
３ 

平
成
17
年
8
月
1
日
登
録
・
入
会 

  

○
安
倍 

文
孝 

水
沢
支
部 

（
事
務
所
） 

水
沢
市
字
斉
の
神
122
番
地
1 

電
話
０
１
９
７
―
２
４
―
５
８
８
０ 

（
自
宅
） 

胆
沢
町
若
柳
字
丹
波
152
番
地 

電
話
０
１
９
７
―
４
６
―
３
７
９
４ 

平
成
17
年
11
月
15
日
登
録
・
入
会 

 

 

   
 
 
  

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

○
工
藤 

寿
彦 

二
戸
支
部 

（
新
住
所
）
九
戸
郡
軽
米
町
大
字
軽
米

第
4
地
割
37
番
地 

電
話
０
１
９
５
―
４
６
―
３
０
０
１ 

 

○
及
川 

文
利 

水
沢
支
部 

（
新
事
務
所
）
水
沢
市
太
日
通
り
一
丁

目
8
番
30
号
レ
オ
パ
レ
ス
ア
ル
ブ
ル

Ⅱ
―
202 

電
話
０
１
９
７
―
２
２
―
５
７
５
５ 

    

○
宝
木 

久
男 
紫
波
支
部 

（
事
務
所
・
自
宅
） 

盛
岡
市
湯
沢
南
二
丁
目
15
番
15
号 

電
話
０
１
９
―
６
３
７
―
７
２
３
１ 

平
成
17
年
10
月
2
日
登
録
・
入
会 

  

○
佐
々
木 

剛
之 

遠
野
支
部 

（
事
務
所
） 

遠
野
市
中
央
通
り
７
番
17
号 

電
話
０
１
９
８
―
６
２
―
２
９
７
１ 

（
自
宅
）
遠
野
市
宮
守
町
下
鱒
沢
32

地
割
150
番
地 

電
話
０
１
９
８
―
６
７
―
２
２
２
８ 

平
成
17
年
11
月
15
日
登
録
・
入
会 

  

 
  

○
昆 

康
祐 

宮
古
支
部 

（
新
事
務
所
・
住
所
）
下
閉
伊
郡
山
田 

町
織
笠
11
地
割
11
番
地
58 

電
話
０
１
９
３
―
８
２
―
５
９
２
５ 

 

○
廣
嶼 

文
哉 

盛
岡
支
部 

（
新
電
話
） 

０
１
９
―
６
２
６
―
８
１
１
２ 

 

○
髙
橋 

裕 

盛
岡
支
部 

（
新
事
務
所
・
住
所
）
八
幡
平
市
松
尾

寄
木
第
30
地
割
103
番
地 

電
話
０
１
９
５
―
７
６
―
３
６
９
０ 

 

○
高
橋 

仁 

盛
岡
支
部 

（
新
事
務
所
・
住
所
）
八
幡
平
市
松
尾 

寄
木
第
38
地
割
2
番
地
15 

電
話
０
１
９
５
―
７
６
―
２
８
３
８ 

  

○
小
野
寺 

弘
文 

一
関
支
部 

（
新
事
務
所
）
一
関
市
千
厩
町
千
厩
字 

町
67
番
地 

電
話
０
１
９
１
―
５
３
―
２
１
９
８ 

（
新
住
所
）
一
関
市
千
厩
町
千
厩
字
前 

田
50
番
地
16 

電
話
０
１
９
１
―
５
２
―
５
０
８
３ 

 

○
髙
橋 
正
彦 

盛
岡
支
部 

（
新
事
務
所
・
住
所
）
八
幡
平
市
大
更

第
1
地
割
7
番
9 

電
話
０
１
９
５
―
７
５
―
０
６
５
７ 

 

  

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た 

 

○
髙
橋 

昭
吉 

水
沢
支
部 

 

平
成
17
年
9
月
30
日 

江
刺
市
大
通
り
７
番
８
号 

 

○
飯
島 

修 

花
巻
支
部 

 

平
成
17
年
9
月
29
日 

花
巻
市
野
田
511
―
5 

 

○
田
村 

静
香 

盛
岡
支
部 

 

平
成
17
年
10
月
26
日 

盛
岡
市
中
央
通
三
丁
目
5
番
21
号 

 

○
藤
原 

眞
吉 

花
巻
支
部 

 

平
成
17
年
11
月
28
日 

石
鳥
谷
町
大
興
寺
21-

42-

3 
     

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す 

 

○
鎌
田 

榮
治 

花
巻
支
部 

 
 
 
 
 

平
成
17
年
8
月
13
日 

石
鳥
谷
町
八
幡
2-

54-

9 

 

○
田
村 

進 

盛
岡
支
部 

 

平
成
17
年
11
月
1
日 

盛
岡
市
前
九
年
三
丁
目
13-

26 

 

  

 

会会会員員員ののの   
動動動ききき   

入
会 

事
務
所
・
住
所
移
転 

退
会 

８ 

訃
報 

 
行政書士いわて ２００６．２月号 

入
会 



盛
岡
・
紫
波
支
部
研
修 

「
遺
産
分
割
協
議
書
は 

こ
う
し
て
作
る
」 

支部の活動とメッセージ 
 

     
   
 

 

10
月
28
日
農
林
会
館
に
お
い
て
産
廃

研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
つ
い
て
」
と

「
収
集
運
搬
業
許
可
申
請
書
の
作
成
」
で

し
た
。 

収
集
運
搬
業
許
可
申
請
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
一
式
を
配
布
し
て
の
研
修
会
と
な
り

ま
し
た
。 

産
廃
研
究
会
で
は
昨
年
よ
り
岩
手
県

環
境
生
活
部
資
源
循
環
推
進
課
と
協
議 

を
重
ね
、
収
集
運
搬
業
許
可
申
請
の
マ
ニ 

               

  

ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。 今

回
の
研
修
で
は
、
こ
れ
ら
の
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

膨
大
な
資
料
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い

て
は
、
参
加
者
か
ら
大
変
好
評
を
得
て
お

り
、
会
員
か
ら
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

     

11
月
18
日
、
盛
岡
商
工
会
議
所
に
お
い

て
、
建
設
業
業
務
研
究
会
の
研
修
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

研
修
で
は
、
建
設
業
情
報
管
理
セ
ン
タ

ー
が
発
行
し
た
「
経
営
状
況
分
析
申
請
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
つ
い
て
、
財
団
法
人
建
設

業
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー
上
席
調
査
役 

猪
瀬
京
一
氏
が
解
説
を
し
ま
し
た
。 

    

市
町
村
合
併
に
よ
っ
て
会
員
の
登
録

事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
、
次
の
よ
う
に

会
員
本
人
に
よ
る
変
更
登
録
の
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

 

（
１
）
会
員
本
人
が
行
政
書
士
変
更
登

録
申
請
書
を
単
位
会
に
提
出
す
る
こ
と

に
よ
り
変
更
を
申
請
し
ま
す
。 

（
２
）
事
務
所
所
在
地
、
自
宅
住
所
、
本

籍
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
が

変
更
に
な
っ
た
こ
と
を
市
町
村
長
が
証 

 
 

ま
た
、
あ
わ
せ
て
税
務
申
告
書
別
表
の

見
方
と
建
設
業
の
財
務
諸
表
に
つ
い
て
、

財
団
法
人
建
設
業
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー

次
長
安
井
康
夫
氏
を
講
師
と
し
て
次
の

研
修
を
し
ま
し
た
。 

（
１
）
日
本
の
制
度
会
計
と
建
設
業
、
決

算
期
と
経
理
処
理 

（
２
）
税
務
申
告
書
別
表
の
見
方 

（
３
）
税
務
申
告
の
決
算
書
か
ら
財
務
諸

表
へ
の
移
し
替
え
に
つ
い
て 

研
修
で
は
、
実
際
の
経
営
状
況
分
析
申

請
の
サ
ン
プ
ル
事
例
を
使
っ
て
の
詳
し

い
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

実
務
上
で
経
営
状
況
分
析
機
関
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
、
そ
の

機
関
に
よ
っ
て
実
例
に
基
づ
い
て
解
説

し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
参
加
者
の
実
務

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
っ
た
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

 

  明
し
た
証
明
書
を
添
付
し
ま
す
。
同
証
明

書
に
つ
い
て
は
コ
ピ
ー
で
も
可
（
原
本
確

認
印
及
び
確
認
者
印
の
押
印
が
必
要
。
） 

（
３
）
事
務
所
所
在
地
が
変
更
に
な
っ
た

場
合
は
、
証
票
が
差
し
替
え
に
な
る
の
で
、

証
票
用
の
写
真
一
枚
を
添
付
し
ま
す
。 

（
４
）
そ
の
他
は
通
常
の
変
更
登
録
と
同

様
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

   

   

 

 
 

7
月
29
日
、
盛
岡
中
央
公

民
館
に
お
い
て
盛
岡
・
紫
波

支
部
の
業
務
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
遺

産
分
割
協
議
書
の
作
成
方

法
」
。
講
師
は
紫
波
支
部
の
細

川
榮
子
会
員
で
す
。「
分
か
り

や
す
く
て
今
後
の
業
務
に
生

か
せ
ま
す
」
と
の
感
謝
の
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
         

専
門
業
務
研
究
会 

情
報
掲
示
板 

産産産
廃廃廃
研研研
究究究
会会会   

建建建
設設設
研研研
究究究
会会会   

市市市町町町村村村合合合併併併ににによよよるるる   

会会会員員員ののの変変変更更更登登登録録録   

にににつつついいいててて   

事事事務務務局局局ででで「「「県県県証証証紙紙紙」」」ををを   

販販販売売売しししててていいいままますすす。。。   

行政書士いわて ２００６．２月号 

岩手県行政書士会は、「県

収入証紙の売りさばき人」

の指定を受けております。 

 

各種許認可申請に添付す

る県証紙は、予約の上、県

会事務局でお買い求めくだ

さい。 
遺産分割協議書は行政書士へ 

9 



 
岩手県行政書士会 

会員メーリングリストの

情報交換から・・・・ 
 
 

岩手県行政書士会には、インターネット

を利用した情報交換の広場（ＭＬ メーリ

ングリスト）があります。 

最近の情報交換の内容から、いくつかピ

ックアップいたします。 

情報を提供してくださいました会員の 

みなさま、ありがとうございました。 

 

10 

 
（
紫
波
支
部
会
員
よ
り
） 

12
月
3
日
の
農
地
法
研
修
会
は
大
変

お
世
話
様
で
し
た
。 

先
般
、
県
の
方
達
か
ら
の
研
修
を
受
け

た
後
で
、
今
般
の
実
務
研
修
と
い
う
の
も

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

岩
手
は
農
業
県
で
す
。
今
後
、
遠
野
の

よ
う
な
特
区
が
多
く
認
め
ら
れ
て
来
て

５
反
歩
以
下
で
も
農
業
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
は
私
個
人
の
想
像
で
す
が
、

と
に
か
く
、
今
後
の
業
務
に
繋
げ
ら
れ
る

有
意
義
な
内
容
の
濃
い
実
務
研
修
で
し

た
。 参

加
者
名
簿
も
60
名
弱
で
し
た
ね
、

関
心
の
深
さ
も
感
じ
ま
し
た
。 

  

（
宮
古
支
部
会
員
よ
り
） 

３
日
の
研
修
会
に
ご
参
加
の
皆
様
、
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

ま
た
第
二
業
務
部
の
皆
様
、
お
世
話
様

で
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
と
て
も
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

実
例
に
即
し
た
資
料
群
、
そ
し
て
実
践

的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
交
え
た
解
説
で
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

他
Ｍ
Ｌ
で
読
ん
だ
情
報
で
す
が
、 

国
交
省
の
自
動
車
関
連
申
請
手
続
き
Ｏ

Ｓ
Ｓ
の
新
し
い
ペ
ー
ジ
が
出
て
い
る
よ

う
で
す
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
-
o
n
e
s
t
o
p
.
j
p
/
i
n
d
e
x
.
s

h
t
m
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（
盛
岡
支
部
会
員
よ
り
） 

第
２
業
務
部
の
諸
先
輩
方
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
日
２
件
の
３
条
申
請
を
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
に
講
師
さ
ん
が
話
し
て

い
た
『
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
が
欲
し
い
と
農
業

委
員
会
で
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
１
冊
取

り
寄
せ
て
く
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
存
在
す
ら
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
、
本
当
に
感
謝
で
す
。 

代
理
申
請
の
委
任
状
も
作
り
ま
し
た

し
、
３
条
、
４
条
、
５
条
の
許
可
申
請
書

も
代
理
申
請
用
に
作
り
直
し
ま
し
た
。 

い
つ
か
、
こ
ち
ら
か
ら
情
報
発
信
が
で
き

る
よ
う
に
勉
強
し
ま
す
。 

（
業
務
部
員
よ
り
） 

「
新
会
社
法
に
即
し
た
定
款
改
訂
」
は
、

何
処
の
会
社
で
も
必
須
で
は
な
い
か
と

研
修
会
で
金
子
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
書
籍
が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。 

「
新
会
社
法
の
定
款
モ
デ
ル
」 
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（
電
子
申
請
対
策
委
員
会
よ
り
） 

昨
日
、
県
Ｉ
Ｔ
推
進
課
よ
り
「
岩
手
県

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
代
理
人
機
能
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
と
の
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
委
員
会
で
検
討

中
で
し
た
が
、
ひ
と
ま
ず
会
員
各
位
に
周

知
願
い
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。  

 

ま
だ
、
県
の
Ｈ
Ｐ
に
は
掲
載
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
県
側
の
了
承
を
得
て
、
会

の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
参

照
願
い
ま
す
。 

な
お
、
検
討
中
に
つ
き
、
変
更
が
あ
る

こ
と
を
ご
承
知
お
き
下
さ
い
。
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
容
量
が
大
き
い
の
で
圧
縮
（
Ｚ
ｉ
ｐ

形
式)

フ
ァ
イ
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

（
広
報
・
監
察
部
よ
り
） 

 

日
行
連
よ
り
「
行
政
書
士
派
遣
制
度
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協

力
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
概
要
は
会
の
Ｈ

Ｐ
「
新
着
情
報
」
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
名
簿
が
長
ら
く
工
事
中
に

な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
更
新

い
た
し
ま
し
た
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
方

は
、
各
自
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

行政書士いわて ２００６．２月号 



岩手県行政書士会 

会員メーリングリストに 

参加して、 

情報交換しましょう！ 
 
http://www2u.biglobe.ne.jp/ ĩ-gyosei/から 

参加申し込みの上、アクセスしてください。 

なお、専門業務研究会の参加申し込みも上記サイト 

からお申し込みください。 

岩手県行政書士会には、インターネットを利用した 

情報交換の広場（メーリングリスト）があります。 

相互の情報提供で、業務研鑽をしましょう。 

 

新新新
鮮鮮鮮
ななな
空空空
気気気
ののの
山山山
麓麓麓
ででで   

新新新
入入入
会会会
員員員
研研研
修修修
会会会   

国国国
立立立
岩岩岩
手手手
山山山
青青青
年年年
ののの
家家家
ににに
ててて 

                                    

  

    

11
月
25
〜
26
日
、
国
立
岩
手
山
青
年

の
家
に
お
い
て
、
今
年
度
の
新
入
会
員
研

修
会
が
合
宿
形
式
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
、
本
会
会
員
が
勤
め
ま
し
た
。 

研
修
は
、
次
の
よ
う
な
多
方
面
に
わ
た

っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

「
岩
手
県
行
政
書
士
会
の
組
織
に
つ

い
て
」 

「
行
政
書
士
に
必
要
な
マ
イ
ン
ド
に

つ
い
て
」 

「
戸
籍
謄
本
等
職
務
上
請
求
用
紙
の

使
い
方
」 

「
電
子
申
請
に
つ
い
て
」 

「
相
続
・
遺
言
関
係
業
務
に
つ
い
て
」

「
建
設
業
許
可
申
請
に
つ
い
て
」 

「
産
業
廃
棄
物
処
理
業
許
可
申
請
に

つ
い
て
」 

「
車
庫
証
明
申
請
に
つ
い
て
」 

「
自
動
車
登
録
申
請
に
つ
い
て
」 

「
内
容
証
明
他
に
つ
い
て
」 

そ
の
他 

 

    
                

 

参
加
者
は
講
師
へ
質
問
を
し
な
が
ら

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
先
輩
会
員
と
と
も
に
懇
親
を
深

め
ま
し
た
。
参
加
者
は
27
人
。 

   

岩手山麓で、すがすがしい新入会員研修会 
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編編
集集
後後
記記  

     

8
月
4
日 

 
 

 
 
 

川
徳
無
料
相
談
会 

服
部
尚
樹
会
員 

8
月
5
日 

 
 

行
政
書
士
講
座
開
校
式 

盛
岡
女
性
セ
ン
タ
ー
別
館
に
て 

廣
嶼
文
哉
・
佐
々
木
達
也
・
伊
藤
昌
陸
・

菊
池
秀
範
会
員
参
加 

8
月
10
日 

第
3
回
業
務
研
修
会 

農
業
保
険
会
館 

「
岩
手
県
に
お
け
る
電
子
申
請
に
つ
い

て
」 

76
名
参
加 

8
月
19
日 

第
6
回
総
務
経
理
部
会 

本
会
事
務
局 

千
葉
副
会
長
以
下
6
名 

8
月
26
日 

全
国
監
察
担
当
者
会
議 

東
京 

瀬
藤
広
報
部
長 

8
月
27
日 

第
4
回
業
務
研
修
会 

 

農
林
会
館 

「
相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
に
つ
い
て
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
」 

52
名
参
加 

8
月
31
日 

日
行
連
広
報
部
会 

東
京 

中
澤
会
長 

9
月
1
日 

日
行
連
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会 

東
京 

 

中
澤
会
長 

 
 
 

川
徳
無
料
相
談
会 

隅
田
哲
晴
会
員 

9
月
2
日 

 
 
 
  
 
  
 
 

全
国
事
務
局
長
会
議 

宮
野
事
務
局
長 

9
月
9
日 

第
6
回
正
副
会
長
会
議 

清
温
荘 

 

中
澤
会
長
以
下
3
名 

第
3
回
理
事
会 

清
温
荘 

中
澤
会
長
以
下
12
名 

第
2
回
支
部
長
会 

清
温
荘 

中
澤
会
長
以
下
13
名 

第
2
回
相
談
役
会 

清
温
荘 

中
澤
会
長
以
下 

5
名 

9
月
13
日 

行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
に
伴
う
官

庁
・
報
道
関
係
訪
問 

中
澤
会
長
以
下

7
名 

（
県
知
事
部
局
・
市
町
村
課
・

Ｉ
Ｔ
推
進
課
・
資
源
循
環
推
進
課
・
建
設

技
術
振
興
課
・
農
業
振
興
課
・
県
警
本

部
・
国
際
交
流
プ
ラ
ザ
・
記
者
ク
ラ
ブ
） 

 
 
 
 
 

東
北
運
輸
局
岩
手
運
輸
支
局
訪
問 

 

中
澤
会
長
以
下
2
名 

9
月
14
日 

東
北
地
方
協
議
会
会
長
会
議 

福
島 

中
澤
会
長 

9
月
17
日 

第
5
回
業
務
研
修
会 

 

農
林
会
館 

「
相
続
・
遺
言
・
遺
産
分
割
に
つ
い
て
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修
」 

43
名
参
加 

9
月
21
日 

日
行
連
部
長
会 

東
京 

中
澤
会
長 

9
月
29
日 

第
3
回
第
二
業
務
部
会 

本
会
事
務
局 

 
 
 

大
澤
第
二
業
務
部
長
以
下
4
名 

岩
手
大
学
宮
本
教
授
と
司
法
研
修
に
つ 

い
て
打
合
せ 

行
政
書
士
制
度
強
調
月
間
街
頭
無
料
相 

談
Ｐ
Ｒ
で
「
５
き
げ
ん
テ
レ
ビ
」
出
演 

十
文
字
國
子
会
員
以
下
4
名 

10
月
1
日 

行
政
書
士
制
度
強
調
月
間 

 

電
話
無
料
相
談 

本
会
事
務
局 

中
澤
会
長
以
下
4
名
、
相
談
件
数
4
件 

10
月
2
日 

行
政
書
士
制
度
強
調
月
間 

街
頭
無
料
相
談 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
肴
町

北
銀
前 

中
澤
会
長
以
下
5
名 

相
談
件
数 

11
件 

10
月
6
日 

川
徳
無
料
相
談
会 

瀬
藤
一
志
会
員 

日
行
連
伝
達
研
修 

 

東
京 

岡
田
企
画
開
発
部
長 

10
月
7
日 

第
6
回
業
務
研
修
会 

「
遺
言
・
相
続

業
務
入
門
」 

講
師 

東
京
都
行
政
書
士

会
会
員 

伊
藤
令
子
氏 

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
岩
手 

66
名 

 

第
7
回
企
画
開
発
部
会 

本
会
事
務
局 

岡
田
部
長
以
下
4
名 

10
月
12
日 

第
7
回
業
務
研
修
会 

農
林
会
館 

「
岩
手
県
の
農
業
の
現
状
と
課
題
」 

 

講
師 

岩
手
県
農
業
振
興
課
農
地
・
交
流

担
当
課
長 

高
橋
和
彦
氏 

 

「
農
地
の
権
利
移
動
と
転
用
許
可
制
度

の
概
要
」 

講
師 

岩
手
県
農
業
振
興
課
主
任
主
査 

千
葉
義
郎
氏 

 

40
名 

10
月
19
日
（
〜
20
日
） 

 

日
行
連
Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会 

東
京 

 
 

中
澤
会
長 

10
月
23
日 

行
政
書
士
試
験 

 

岩
手
医
大
教
養
部 

10
月
28
日 

第
4
回
第
二
業
務
部
会 

本
会
事
務
局 

大
澤
第
二
業
務
部
長
以
下
3
名 

11
月
3
日 

川
徳
無
料
相
談
会 

二
ツ
神
厚
子
会
員 

11
月
14
日 

日
行
連
と
東
北
地
方
協
議
会
と
の
連
絡

会 

浅
虫
温
泉 

中
澤
会
長
・
三
浦
副
会
長 

11
月
17
日 

日
行
連 

 

部
長
会
・
会
長
会 

熱
海 

日
行
連
理
事
会 

 

中
澤
会
長 

第
5
回
第
二
業
務
部
会 

本
会
事
務
局 

大
澤
部
長
以
下
4
名
出
席 

11
月
21
日 

第
3
回
広
報
・
監
察
部
会 

本
会
事
務

局 

瀬
藤
部
長
以
下
4
名 

11
月
24
日 

士
業
懇
談
会 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
カ
リ
ー
ナ 

中
澤
会
長
・
三
浦
副
会
長
・
岡
田
企
画
開

発
部
長 

11
月
25
日
（
〜
26
日
） 

 

新
入
会
員
研
修
会 

 

国
立
岩
手
山
青
年
の
家 

27
名 

11
月
29
日 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
委
員
会 

 

東
京 

中
澤
会
長 

 
 
 
 
 

全
国
運
輸
実
務
者
会
議 

東
京 

 
 
 
 
 

斎
藤
徳
志
会
員 

12
月
3
日 

第
8
回
業
務
研
修
会 

 

農
林
会
館 

農
地
法
に
つ
い
て 

49
名 

講
師
：
芳
賀
英
明
・
加
美
山
裕
会
員 

12
月
7
日 

岩
手
大
学
と
打
合
わ
せ 

 

岩
手
大
学 

中
澤
会
長
・
三
浦
副
会
長
・
廣
嶼
司
法
研

修
委
員
長 

 
 

12
月
8
日
（
〜
9
日
） 

日
行
連
伝
達
研
修 

 

東
京 

岡
田
企
画
開
発
部
長 

 
 

12
月
13
日 

第
7
回
経
理
・
総
務
部
長
・
次
長
会 

 

本
会
事
務
局 

佐
藤
部
長
・
伊
藤
次
長 

12
月
16
日 

第
8
回
総
務
・
経
理
部
会 

 
 

本
会
事
務
局 

佐
藤
部
長
以
下
6
名 

12
月
17
日 

第
9
回
業
務
研
修
会 

サ
ン
セ
ー
ル
盛

岡
に
て 

「
新
会
社
法
の
ポ
イ
ン
ト
」 

講
師 

金
子
登
志
雄
氏
（
東
京
都
司
法
書

士
会
会
員
） 

87
名 

12
月
19
日 

中
間
監
査 

本
会
事
務
局 

 

中
澤
会
長
以
下
４
名 

 

司
法
研
修
委
員
会 

本
会
事
務
局 

中
澤
会
長
以
下
４
名 

 

産
業
廃
棄
物
協
会
理
事
会 

グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス 

中
澤
会
長 

12
月
26
日 

日
行
連
広
報
部
会 

東
京 

 

中
澤
会
長 

    

振
り
返
る
間
も
な
く
、
一
年
が
過
ぎ
去

っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
、
他
県
か
ら
羨
ま
し
が
ら
れ
る

ほ
ど
、
例
年
に
も
増
し
て
、
充
実
し
た
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

街
の
法
律
家
と
し
て
、
身
を
正
し
、
愛

あ
る
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 さ

ら
に
充
実
し
た
内
容
の
会
報
を
発

行
し
、
広
報
活
動
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
情
報
、
ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し

た
な
ら
、
広
報
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
日
誌 
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